
(1)　大きいさいころについて 4 の目が出る場合は 6 通り，2 個のさいころの出た目の和が 

　7 である場合は 6 通り，2 個のさいころの出た目の和が 9 である場合は 4 通りであるか

　ら，事象 A，B，C の確率は，それぞれ
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(2)　事象 C と事象 A がともに起きる場合は 1 通りであるから　　P0 1C3A =
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　よって，事象 C が起こったときの事象 A が起こる条件付き確率は
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　また，事象 A が起こったときの事象 C が起こる条件付き確率は
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u　右の表から CP 0 1A ， AP 0 1C  を求めることもできる。

　条件付き確率 CP 0 1A  は，2 個のさいころの出た目の和が 

　9 であるとき，大きいさいころの目が 4 である確率であ

　るから，表から　　
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　また，条件付き確率 AP 0 1C  は，大きいさいころの目が 4 

　であるとき，2 個のさいころの出た目の和が 9 である確

　率であるから，表から　　
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(4)　事象 A が起こらないときに，事象 C が起こる場合は 3 通りであるから
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　1 回目の試行と 2 回目の試行は独立であるから，求める確率は
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　事象 B と事象 C は同時には起こらないので，3 つの事象 A，B，C がいずれもちょう

　ど 1 回ずつ起こる場合は次の 4 通りである。

　　[1]　1 回目に事象 A3B が起こり，2 回目に事象 A3C が起こる

　　[2]　1 回目に事象 A3C が起こり，2 回目に事象 A3B が起こる

　　[3]　1 回目に事象 A3C が起こり，2 回目に事象 A3B が起こる
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　　[4]　1 回目に事象 A3B が起こり，2 回目に事象 A3C が起こる

　[1] について　　P0 1A3B P0 1A3C =
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　[3] について，事象 A が起こらないときに，事象 B が起こる場合は 5 通りであるから,
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　[1] ～ [4] より，求める確率は
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